
 
 

寒冷地における膨張材使用コンクリート調査研究委員会【継続】 
(1) 活動期間 

平成31年4月～令和4年3月(令和3年度に報告会を実施予定) 
(2) 活動経過 

1） 第3回委員会 
日 時：令和2年9月16日(水)15：00～17：00 
会 場：ZOOM会議 
出席者：8名 
内 容：実験検討の中間報告，寒地土研における研究，膨張材のJISの扱い 

2） 第4回委員会(予定) 
日 時：令和3年1月26日(火)10：00～11：00 
会 場：ZOOM会議 
出席者：8名＋オブザーバー2名 
内 容：経過報告など 

(3) 活動成果・活動報告 
北海道における膨張材の使用に関する実態を把握した。土木において，橋梁壁高欄・地

覆に使用されているが，補修の場合冬季の施工になるため，寒中のコンクリートに適用し

た場合の情報を収集する必要が認められた。また，本年度新型コロナウイルスによる活動

の制限にともない十分な成果が上げられなかったことから，次年度の報告会まで活動を延

長することとし，支部の了承を得た。 
(4) 委員会の構成 

委員長    渡辺 暁央    苫小牧工業高等専門学校 
幹 事    濱  幸雄    室蘭工業大学大学院 
〃     吉田  行    土木研究所寒地土木研究所 
〃     谷口  円    北海道立総合研究機構 

委 員    五十嵐数馬    デンカ株式会社 
 〃     梅木 宏也    株式会社ドーコン 
 〃     岡元 卓也    太平洋マテリアル株式会社 
 〃     胡桃澤清文    北海道大学大学院 
〃     小板橋 陽    太平洋マテリアル株式会社 
〃     照井 一樹    株式会社北未来技研 


